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CCB-NAC 工法 改定前と改定後の設計指針比較表 

 

適用範囲 

構 造 付帯ラーメン付 RC 造および SRC 造 

形状 無開口耐震壁 

破壊モード せん断破壊型・曲げ降伏型 

壁仕様 壁厚 180mm 以上，ダブル配筋配置 

コンクリート 普通コンクリート(JASS5) 21≦Fc≦48N/mm2 

誘発材(鉄筋) 異形鉄筋 SD295A,SD295B,SD345,SD390(JIS G 3112) 

目地深さ 目地深さの総和は壁厚の 20%以内 

誘発材率 7.5%以上かつ 20%以下 

総断面欠損率 25%以上かつ 48%以下 

 

 

設計指針 改定前 改定後 

設計項目 設計式 式番号 構造壁厚 式番号 構造壁厚 
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図１ 構造壁厚の定義 

 

表１ 適用範囲 

 

表２ 設計指針比較表 

 

実験結果見直し 

追加実験による 
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